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結果を含む過程に注目した表現になることを、 I~ている J の意味と修飾成分との共起状況から示す。













































さらに著者は、「ヲ他動詞J 形と「ヲ(自動詞)させる j 形の比較を行い、雨者に I~ている j 形のアス
ペクト的意味の違いと、期間を表す修飾成分との共起状況の違いがあることを指橋する。加えて、「ガ自動詞J
形と「ガ(他動詞)される J 形にも I~ている j 形のアスペクト的意味に違いが見られることを指摘し、こ
れらには、過程性と結果性が関わることを示す。ヴォイス論とアスペクト論を結ぶ、注自される指摘である。
本論文は、実態調査に基づいて考察を進めることで、理論的な考察で見落とされてきた数々の現象を指摘
することに成功している。しかし、示された実態を的確に説明することのできる統一的な理論の抽出には至っ
ていなし」自他論・ヴォイス論の新展開を促す、科激的な知見に満ちているが、日本語における動詞の自他
ないしヲ格の機能とは何か、という問題への追及が不十分なところも見られる。ただ、最初に述べたように、
漢語動詞の自他に関しては、まずなにより実態把握が望まれている。いたずらに理論化を急がず、必要かっ
十分な実態の把握を優先させるというのは一つの見識であり、統一的な理論の欠如をもって、本論文の価値
がいささかも損なわれることはない。
よって、著者は博士(言語学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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